
 
 

 

 

第 3 章 関係機関・関係団体の取組み 

新卒訪問看護師の育成は、⼀つの訪問看護事業所や法⼈内部で完結できるものではな
く、地域の看護教育機関、医療機関や福祉施設、県看護協会や訪問看護ステーション連絡
協議会、⾏政（県・市町村）など、様々な関係機関・関係団体と協働し、新卒訪問看護師
を地域全体で育成することが必要です。 

ここでは、関係機関や関係団体の取り組みを紹介します。各訪問看護事業所における新
卒訪問看護師の教育・育成に活⽤ください。  

 
第１ 育成支援体制の概要（p.22 図 4） 

    “地域みんなで学び・育つ・⽀え合う”新卒訪問看護師育成の概念図の下、新卒看護師
が就職した訪問看護ステーションを中⼼に、関係機関と連携して新卒訪問看護師の育
成にあたります。関係機関はそれぞれの⽀援体制について役割を果たす必要がありま
す。 

 

第２ 看護教育機関の取り組み 

１ 訪問看護事業所への支援 

（１）看護教員と訪問看護事業所との協働環境の整備 

    看護教育機関の教員は、訪問看護事業所の管理者や職員らと⼀緒に新卒訪問看護
師を育てるために交流を深め関係性を構築し、教育機関と訪問看護事業所が協働し
て育成する環境を整えましょう。 

（２）新卒訪問看護師教育プログラムへの支援 

    新卒訪問看護師を採⽤した事業所では、その教育・育成を模索しています。看護教
育機関は訪問看護事業の意向を確認しながら、協働で新卒訪問看護師の教育プログ
ラムを構築（再構築）することは、とても意義の深いことです。 

（３）訪問看護事業所への図書館、教材、シミュレーション機材、演習室の貸し出し 

    介護⽤ベッドのある演習室や、図書、DVD、シミュレーション教材など、看護基
礎教育で使⽤するハード⾯の教育資源を外部者が活⽤できるよう検討しましょう。
例えば看護学⽣の実習を引き受けてくれる訪問看護事業所に対して、図書館を使え
るようにしている学校もあります。お互いに有効に活⽤できると良いでしょう。（p.82
〜83 参照） 

（４）訪問看護事業所への教員の知恵と技の貸し出し 

    場所や機材だけでなく、学習⽅法や評価⽅法についての提⽰、看護教員が講師にな
ることも検討してはどうでしょうか。看護教員が現場の看護師の教育に携わること
で、看護基礎教育と現場のギャップは⼩さくなるのではないでしょうか。 

    また、看護教員が事例検討会などに参加し、訪問看護師の実践の意味づけや実践の
⾔語化を⽀援しましょう。 

さらに教員が地域・在宅看護論実習で訪問看護事業所に出向くときに、事業所内研
修への協⼒や研究への⽀援など、教育機関としてできる⽀援があることを伝え⼀緒
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に考えましょう。 

２ 学生や新卒訪問看護師への支援 

（１）教員は新卒看護師も訪問看護事業所への就職が可能であることを理解する  
新卒看護師であっても訪問看護事業所への就職が可能であり、他県では新卒看護

師が訪問看護師として就労しています。このことを踏まえて、学⽣の就職活動や進路
相談の選択肢に訪問看護事業所を加えていただきたいと考えています。就職や進路
相談の際は、情報提供や就職⽀援ができる体制を整えておきましょう。 

（２）教員間の情報共有と学生への情報提供 

新卒訪問看護師の就労先が医療機関だけでなく、訪問看護事業所も含まれること
を教員間で共有しましょう。そして、県内で新卒訪問看護師を育成するプログラムが
できることや試験的に新卒訪問看護師の育成が進められていることを、教員間、学⽣
と情報共有しましょう。 

また、実習先の訪問看護事業所の管理者や認定看護師の職員などが授業の⼀部を
担当することや演習の補助など、訪問看護に関する最新情報を学⽣に伝える機会を
検討しましょう。 

（３）新卒で訪問看護師を検討している学生への支援 

    訪問看護事業所への就職を検討している学⽣が⾏うことを以下に記載しました。
必要に応じて、サポートをお願いします。 

ア 新卒看護師を雇⽤している訪問看護事業所に関する情報収集 
イ 訪問看護事業所の⾒学 
ウ 家族、友⼈、教職員との共有・相談 
エ ⾃⾝のキャリアプランと⽬標の検討 
オ 新卒訪問看護師の経験談を聞く 

（４）新卒で訪問看護に従事している卒業生への支援 

    ⼊職後のサポートを含め、卒業⽣の話を聴いたり、その卒業⽣が就職した訪問看護
事業所と連絡し合うなど、訪問看護事業所と⼀体となって新卒訪問看護師を⽀援し
ていただきたいと思います。 

（５）看護体験やオープンキャンパス等に訪問看護の紹介 

    看護職を⽬指す⾼校⽣への啓発活動も⾏いましょう。新卒看護師が訪問看護事業
所で就労していることや看護を提供できる場が医療機関だけでなく、⾃宅訪問にま
で広がっていることや訪問看護事業所の存在、さらに現在では新卒看護師が訪問看
護事業所で就労していることを、⾼校の出前講座や看護体験、オープンキャンパス等
で紹介することを検討しましょう。 

 

第３ 地域の医療機関や施設、職能団体（看護協会等）・行政等の取り組み 

１ 医療機関や施設の取り組み 

（１）医療機関・施設の看護師が訪問看護について知る機会を持つ 

    在宅で療養者を⽀えるということは、医療機関・施設の中で展開されている看護と
は価値観や優先順位などが異なる側⾯があります。⼊院中から在宅での⽣活を視野
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に⼊れた看護実践を⾏うことは、スムーズな在宅療養への移⾏に繋がります。このた
め、院内での訪問看護師との意⾒交換やカンファレンスなど、暮らしの中での実情を
知る機会をつくりましょう。 

（２）医療機関の新人研修に訪問看護事業所での訪問看護研修を含める 

    既に多くの病院では、新⼈研修に訪問看護事業所での研修が含まれています。今⼀
度、訪問看護事業所での訪問看護研修の⽬的・内容・期間などを⾒直してみましょう。 

（３）医療機関の専門看護師や認定看護師が、訪問看護事業所の看護職を対象にコンサル

テーションを行える仕組みをつくる 

    認定看護師や専⾨看護師は看護職を対象にコンサルテーションを⾏う役割があり、
診療報酬上算定可能なものもあります。しかし、要件等に制約があることから、報酬
の対象とならない内容も多くあります。このため、医療機関の看護管理者は、⾃医療
機関の専⾨看護師や認定看護師が、訪問看護事業所の看護職を対象としたコンサル
テーションの仕組みについても検討しましょう。 

（４）新卒訪問看護師の教育の一部を地域の医療機関で担う 

    訪問看護事業所は⼩規模であるため、医療機関に⽐べて教育資源が乏しい現状が
あります。特に吸引や点滴、採⾎等の医療的な技術に関しては経験する機会が少ない
状況です。さらに、採⾎などの検体採取、複雑な輸液管理等は、在宅看護の現場では
遭遇する機会は多くはありません。しかし、看護師としてその技術を⾝につける必要
があり、医療機関で経験を積むことが新卒訪問看護師への⼤きな⽀援になります。 

新卒訪問看護師の育成は、病院を退院する患者・療養者を安⼼して引き継ぐことが
できる⽀援にもつながります。また、新卒訪問看護師が、医療機関の中でどのように
医療や看護が提供されているかを知ることは、医療機関と訪問看護事業所との円滑
な連携に繋がります。 

（５）デイサービス等介護事業所でも新卒訪問看護師の実習を引き受け、高齢者介護に触

れる機会を作る 

    新卒訪問看護師として、要介護⾼齢者が⽣活する場で実習を⾏い、どのような⽣活
をしているのか、どのような⽀援が必要なのか、介護職とどのように連携を図ればよ
いのかを知ることはとても重要なことです。施設では、要介護⾼齢者に半⽇や１⽇単
位で関わることができ、また他職種と連携ができる良い機会です。新卒訪問看護師の
育成のために、デイサービス等の介護事業所における実習受⼊れの機会を検討して
ほしいと思います。 

 
２ 富山県看護協会・富山県訪問看護総合支援センターの取り組み 

   富⼭県看護協会では、新卒訪問看護師の⼈材育成、⼈材確保、就業促進を⽬的とした
各事業に取り組んでいます。 

（１） 人材育成 

  ・新卒訪問看護師育成ガイドラインの周知・追加・修正 

    ガイドラインの周知と試⽤に伴い、追加修正を⾏っていきます。 
 ・育成計画⽴案や育成⽀援者の⽀援 
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   新⼈訪問看護師の採⽤からの育成計画⽴案や育成⽀援者へも⽀援します。 
  ・「研修計画」に基づく研修案内 
    新⼈訪問看護師を育成するために必要な研修内容として、看護倫理や安全対策・感

染管理・コミュニケーション等や、訪問看護に必要な基本的知識や技術の習得を⽬的
としたものが多くあります。研修計画、新卒訪問看護師学習の概要とスケジュールに
応じて計画的に受講ください。 

  ・介護保険施設・事業所へ地域実習の相談 
    介護保険施設・事業所で新卒訪問看護師の地域実習を受け⼊れるための相談に応

じます。 
 （２）人材確保・就業促進 

・新卒訪問看護師の就業促進（就職ガイダンスやインターンシップ） 
 富⼭県ナースセンターと連携し、訪問看護師の啓発や訪問看護事業所の就職ガイ 
ダンスに取り組みます。 

  ・看護とやま「ＴＯＹＡＭＡナースセンターニュース」で求⼈情報を掲載しています。 
３ 富山県訪問看護ステーション連絡協議会の取り組み 

   富⼭県訪問看護ステーション連絡協議会では、新卒訪問看護師の採⽤・育成に向け、
就職ガイダンス等における啓発活動等の取り組みを⾏っています。 

   また、今後は次のような取り組みも⾏います。 
   ・新卒訪問看護師の交流会 
   ・先輩訪問看護師と語る会 
   ・新卒訪問看護師育成ガイドラインの周知  
４ 訪問看護サポートステーションの取組み 

   訪問看護サポートステーションは、県が定める要件を満たした県内 5 か所のステー
ション（⼆次医療圏各１事業所、ただし富⼭医療圏は 2 事業所）が、教育・相談的役割
を担っています。 

新⼈訪問看護師を採⽤した訪問看護事業所は、⾃訪問看護事業所で経験できない症
例や技術などを経験できるよう訪問看護サポートステーションで交流研修を⾏うこと
ができます。 

 
５ 行政（県）の取り組み 

県では、新卒看護師を含む訪問看護師に従事する職員の育成・確保をするため、訪問
看護に必要な知識や技術を取得する教育の機会を提供する取り組みをします。 
・「富⼭県訪問看護総合⽀援センター」（県看護協会委託）」を設置し、県内の訪問看護

提供体制の安定化・機能強化を⽀援します。 
・看護学⽣に訪問看護の魅⼒を知ってもらうため、訪問看護ステーションにインターン

シップを受け⼊れます。 
・訪問看護の業務経験のない看護職員（新卒含む）を訪問看護事業所で雇⽤した場合、

業務上の教育・育成や外部機関が⾏う研修への受講等を⽀援します。 
・新卒看護職員の早期離職を防⽌するため、新卒看護職員研修会や看護職員育成モデル
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病院事業を実施します。 

・訪問看護ステーションの看護師が病院で開催する研修に参加できるよう、県内病院の
研修計画等を取りまとめ情報提供します。 

・富⼭県公式ホームページ「看護学⽣・看護職員 応援サイト」において、県内で働く
看護職の魅⼒をリアルタイムに発信します。 

   

第４ 各訪問看護事業所の取り組み 

１ 地域で訪問看護師を教育・育成する仕組みづくり 

   新卒訪問看護師の教育・育成には、訪問看護事業所だけでなく、地域の医療機関や施
設、看護協会・⾏政等が協働し、地域全体の環境を整えることが重要です。また、地域
の病院や診療所と連携することも重要です。訪問看護事業所として求める取り組みを
積極的に提案しましょう。 

２ 学生が訪問看護の実際について学ぶ機会の提供と看護教育機関との協働 

   看護教育機関が、在宅療養⽀援に関する教育を実施する上での課題として、「実習場
所の確保困難」や「指導者の確保困難」が多く挙げられています。訪問看護事業所が実
習場所を提供することや、管理者や職員が講師となって学⽣に訪問看護の実際を伝え
ることは、訪問看護の魅⼒を発信するよい機会であり、積極的に教育機関との関わりを
持つことが重要と考えます。また、看護教育機関におけるカリキュラムの検討や、新卒
訪問看護師教育プログラムの検討に積極的に関与し、協働することが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21



“
地

域
み

ん
な

で
学

び
・

育
つ

･支
え

合
う

”
新

卒
訪

問
看

護
師

育
成

の
概

念
図

〜
社
会
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
訪
問
看
護
師
に
成
⻑
す
る
こ
と
を
⽬
指
し
て
〜

法
人

内

二
次

医
療

圏
(
市

町
村

)
内

●
訪

問
看

護
事

業
所

の
ビ

ジ
ョ

ン
（
仮

）
「
地
域
に
末
永
く
愛
さ
れ
る
訪
問
看
護
事
業
所

と
し
て
、
し
っ
か
り
根
を
張
ろ
う
！
」

●
訪

問
看

護
師

の
ビ

ジ
ョ

ン
（

仮
）

「
⽬
指
そ
う
！

⾃
信
と
誇
り
を
持
ち
、

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
訪
問
看
護
師
」

富
山

県
内

行
政

（
県

・
市

町
村

）

県
看

護
協

会
・

富
山

県
訪

問
看

護
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー

県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会

医
師

会
(
県

･
郡

市
）

訪
問
看
護
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

看
護

教
育

機
関

介
護

保
険

施
設

･
事

業
所

訪
問

看
護

事
業

所
の

準
備

・
新
卒
訪
問
看
護
師
の
採
⽤
に
む
け
た
検
討

・
資
⾦
や
経
費
の
試
算
、
活
⽤
で
き
る
助
成
⾦
の
検
討

・
募
集
⽅
法
、
採
⽤
⼿
続
き
、
ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ等

の
検
討

・
教
育
体
制
･育

成
計
画
の
作
成
、
教
育
担
当
者
の
配
置

・
時
期
別
到
達
⽬
標
、
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
等
の
作
成

(め
ざ
す
姿
、
学
習
⽀
援
の
内
容
や
⽅
法
）

・
教
育
･育

成
に
必
要
な
⼿
順
等
の
準
備

・
関
係
機
関
へ
の
依
頼
（
教
育
・
育
成
の
協
⼒
依
頼
）

・
習
熟
ﾁｴ
ｯｸ
ﾘｽ
ﾄ、

教
育
教
材
、
記
録
様
式
等
の
準
備

医
療

機
関

〇
〇
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

管
理
者
・
育
成
担
当
者
等

新
卒

訪
問

看
護

師

新
卒
訪
問
看
護
師
の
基
本
的
な
行
動
目
標

①
チ
ー
ム
で
健
や
か
に
働
こ
う

②
社
会
⼈
と
し
て
の
常
識
を
⾝
に
着
け
よ
う

③
個
別
の
看
護
を
展
開
し
よ
う

④
⾃
ら
す
す
ん
で
学
習
し
よ
う

⑤
基
本
的
な
看
護
技
術
に
つ
い
て
⾃
信
を
持
と
う

上
記
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

新
卒

訪
問

看
護

師
や
訪
問

看
護

事
業

所
が

行
う
こ
と

育
成
担
当
者

へ
の

支
援

事
業
所

へ
の

支
援

⾃
事
業
所
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
記
⼊

・
新
⼈
看
護
師
研
修

・
医
療
機
器
の
研
修

・
接
遇
研
修
（
社
会
⼈
と
し
て

の
基
礎
）

・
病
棟
実
習
の
受
⼊
れ

・
図
書
館
利
⽤
、
教
材
等
の
貸
出
し

・
就
職
後
の
相
談
や
⽀
援

・
新
卒
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
⽀
援

・
卒
業
⽣
が
集
ま
る
場
や
機
会
の

提
供

・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
で

訪
問
看
護
の
紹
介
等

・
訪
問
看
護
師
確
保
定
着
⽀
援

・
富
⼭
県
訪
問
看
護
総
合
⽀
援
セ
ン

タ
ー
事
業

・
「
研
修
計
画
」
に
基
づ
く
研
修
案
内

・
新
卒
訪
問
看
護
師
の
就
業
促
進

（
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

・
新
卒
訪
問
看
護
師
育
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
・
追
加
・
修
正

・
育
成
計
画
⽴
案
や
育
成
⽀
援
者
の
⽀
援

・
介
護
保
険
施
設
・
事
業
所
へ
地
域
実
習
の
相
談

・
医
師
会
主
催
の
在
宅
医

療
研
修
会

・
地
域
実
習
の
受
け
⼊
れ

・
訪
問
看
護
事
業
所
の
連
携

に
よ
る
交
流
研
修

（
実
習
受
け
⼊
れ
）

・
新
卒
訪
問
看
護
師
の
交
流
会

・
先
輩
訪
問
看
護
師
と
語
る
会

・
新
卒
訪
問
看
護
師
育
成
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
周
知

・
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
啓
発
活
動

・
訪
問
看
護
に
お
け

る
マ
ナ
ー
研
修

図
４
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